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第６戦　スーパー耐久レース in 岡山

2022 年 10 月 15 日（土）〜 10 月 16 日（日）
岡山国際サーキット（岡山県）

　2022 年 の ス ー パ ー 耐 久 シ
リーズに挑戦を続けてきた ORC 
ROOKIE Racing。10 月を迎え、
シーズンも残すところ２戦。舞台
はコンパクトなレイアウトの岡山
国際サーキットだ。コース長が狭
いことから、第３戦 SUGO と同
じく２グループに分けられレー
スが行われるラウンドで、ORC 
ROOKIE Racing の２台はグルー
プ２から３時間レースを戦う。
　 そ ん な 一 戦 に 向 け、 ド ラ ス
ティックな変更を行ってきたの
は、 第 ５ 戦 も て ぎ で 大 き な 手
ごたえアップを果たした ORC 
ROOKIE GR86 CNF Concept。
ライバルとも言えるスバル BRZ
が早期に導入していたドアのカー

ボン化を実現し軽量化を果たした
一方で、フロントのボディ剛性の
アップを果たしている。また、前
戦もてぎでは大きな改良点として
見つかったリヤのスタビライザー
をさらに改善。さらに新たな試み
として、四輪の ABS の制御をコ
ントロールし、旋回を助けるユ
ニークなシステムをテストして
いる。ただ今回、ORC ROOKIE 
GR86 CNF Concept は３時間
レースということで大嶋和也が

“お休み”となっているものの、
BRZ も軽量化を果たしており、
かつプロドライバーを２名揃える
陣容となっている。走り出しから
タイムも僅差で、白熱のレースと
なることが予想された。

　 一 方、ORC ROOKIE Corolla 
H2 concept は、これまでも取り
組んできたショックアブソーバー
やスプリングを改良。昨年、この

レースからマツダが挑戦を開始
し、カーボンニュートラル実現へ
の新たな仲間が加わった思い出の
地での２年目のレースに挑んだ。

多くの気づきを得た週末。GR86 は悔しいレースに
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専有走行

公式予選

　週末の走行開始となった 10 月
13 日（木）。すでに季節は秋だ
が、午後０時 20 分からスタート
したグループ２の特別スポーツ走
行１回目は汗ばむ陽気のなか行わ
れた。ORC ROOKIE Corolla H2 
concept はまずは佐々木雅弘がス
テアリングを握り、シーズンを通
じて取り組んできたショックアブ
ソーバーの煮詰めを確認していき、
ドライバー交代を行いながら走行。
ま た ORC ROOKIE GR86 CNF 
Concept も蒲生尚弥からドライブ

　２日間の専有走行を終えて迎
えた 10 月 15 日（土）の予選
日。午前のフリー走行で ORC 
ROOKIE Corolla H2 concept
はまず石浦宏明から乗り込み、モ
リゾウに交代しながら周回を重ね
たが、今回、いつもとタイム表示
が変わっていた。予選日から石浦
をＢドライバーに据え、モリゾウ
をＣドライバーに変更したのだ。
　実はこれには狙いがあった。こ
こまで２年近く、ORC ROOKIE 
Corolla H2 concept は熟成を
続けてきたが、プロ２名が予選を

し、交代しながら走りつつ軽量化
や新たなスタビの確認などを行っ
たほかABSの制御も確認していっ
た。走り出しでの蒲生の感触はそ
れほど良いものではなかったが、
継続して改良が進められていく。
また２台ともにトラブルがなかっ
たのは明るい材料。初日はリラッ
クスした雰囲気で締めくくった。
　明けて走行２日目となる 10 月
14 日（金）は、午前８時 20 分
からの専有走行１回目を皮切り
に、１時間の走行が３回用意され

た。ORC ROOKIE Corolla H2 
concept は１回目と２回目は佐々
木のみ、３回目は佐々木からモリ
ゾウ、小倉康宏と交代していった。

「僕たちのクルマは毎回進歩してい
ますが、足回りについては微調整
を続けてきていました。ただショッ
クアブソーバーについては、ロン
グランのときに多少の不満があり、
新しいチャレンジをしています。
今回新たなものでセットアップし
たところ、良いものがやっと見つ
かりつつあります。すごく乗りや
すく、セットが決まる方向になっ
ています」というのは佐々木だ。
　その改善の成果なのか、「僕たち
とモリゾウ選手、小倉選手とのタ
イム差がどんどん無くなっている」
と佐々木は言う。走行後も、モリ
ゾウと僅差だった小倉が佐々木と
ともにデータロガーを見返しつつ、
モリゾウの走りに佐々木、石浦が
驚いている様子も印象的だった。
　ORC ROOKIE GR86 CNF 
Concept も充実の２日目を過ご
した。１回目は蒲生から豊田大輔、
２回目、３回目は鵜飼龍太を交え

３人で交代しながらラップを重ね
ていった。ただ、ライバルの #61 
BRZ との差は３回とも 0.5 秒も
ついていない。「スバルさんが速い
ですね（苦笑）。我々も軽量化して
いますが、向こうの方が多く軽く
していて、コーナリングはかなり
スバルさんが速いです」というの
は大輔。ただ抱えている特性の傾
向は似ており、「観ている方は楽し
い展開になりそうですね……。乗
る方は大変ですが」とレースは熾
烈な戦いになりそうだと予測した。
　新たな改良点に向けたトライも、

「ABS の制御は、レースでタレて
きてオーバーステアになったとき
に、制御の力でいかにカバーでき
るかというものでもあるんです」
とレースでの武器になりそうだと
期待を込めた。

走り、プロ同士が走ることが多い
ST-4 車両に対して合算タイムで
どんな位置にいるのかを知るため
の挑戦だったのだ。
　午後１時 20 分からスタートし
たグループ２の公式予選では、ま
ずはＡドライバー予選で佐々木が
1 分 45 秒 711 を記録する。
　続くＢドライバー予選に挑んだ
石浦は、赤旗中断や再コースイン
直後に起きたトラブルに阻まれ 1
分 46 秒 258 というタイムに。
どちらも ST-4 には届かず、合
算タイムでも後塵を拝することに

10 月 13日（木）〜 14日（金）　天候：晴れ　路面：ドライ

10月 15日（土）　天候：晴れ　路面：ドライ

なったが、現在の立ち位置が把握
できたことも、今後の開発への材
料となった。
　Ｃ／Ｄドライバー予選ではモリ
ゾウが 1 分 47 秒 790 を記録す
る一方、小倉が大きくタイムを上
げ、1 分 46 秒 859 を記録。ふ
たりの争いにピットは大きな盛り
上がりをみせた。
　一方の ORC ROOKIE GR86 
CNF Concept は、Ａドライバー
予選で蒲生が 1 分 40 秒 288 を
マークし、Ｂドライバー予選で大
輔が 1 分 42 秒 295 を記録する

も、やはりＢドライバー予選では
#61 BRZ がプロを擁しており、
合算タイムで今季初めて BRZ に
敗れてしまうことに。
　悔しさをにじませながらも、翌
日の決勝での巻き返しを目指すこ
とになった。



#32　決勝レース

　いよいよ迎えた 10 月 16 日
（日）の決勝日。この日の岡山国
際サーキットは雲ひとつない晴天
に恵まれ、まだ朝日がまぶしく
コースを照らすなか、午前８時
30 分からフォーメーションラッ
プがスタートした。ただ、ST-5
クラスの車両がフォーメーション
中にクラッシュを喫し、コースサ
イドに車両を止めてしまったこと
から、エクストラフォーメーショ
ンラップが３周行われた。
　ORC ROOKIE Corolla H2 
concept のスタートドライバー
を務めることになったのは、予選
から急遽Ｂドライバーに変更され
た石浦。富士 SUPER TEC 24
時間レースでは夜間のドライブが
多かったことからチーム内では

“夜勤担当”とも呼ばれていたが、
今回は“朝勤”。とはいえ百戦錬
磨の石浦だけに、危なげなくス
タートを切ると、序盤燃料を積ん
でいる ST-4 クラスの GR86 を
追い回していく。ORC ROOKIE 
Corolla H2 concept の強みは、
燃料の重さがないこと。石浦はそ
の強みを活かし、７周目のバック
ストレートで１台をオーバーテイ
クしてみせた。
　ただその他の ST-4 車両はプロ

が乗り込んでおり、その後は単独
走行に。15 周を終えピットイン
し、まずは一度目の給水素を行っ
た。コースに戻る際には佐々木と
小倉が手を振り、石浦は笑顔で応
え快調ぶりをアピール。スタート
から１時間が経過しようかという
タイミングで、ST-3 クラス車両
のアクシデントが起きフルコース
イエロー（FCY）が導入されたが、
その後セーフティカーに切り替え
られることに。この SC の間に石
浦はピットインを行い、１時間以
上のスティントを１回の給水素で
走り切ってみせた。

「フォーメーションラップも長
かったですし、FCY もあったの
でこの３時間レースで１時間も乗
るとは思ってもみませんでした

（笑）」と石浦。
「予選からフィーリングは良かっ
たですし、走行初日にあった跳ね
の症状もかなり減っており、決勝
レースも乗りやすかったです。モ
リゾウさんから ST-4 車両を抜く
よう指示を受けていたのですが、
達成できたのは良かったですね」
　小倉に交代した後、レースは残
り１時間 39 分で再開されるが、
代わった小倉は快調なペースで
ラップを重ねていく。45 周を終

え一度ピットインし、給水素を実
施。60 周まで走り切り、チェッ
カーまでの残り 35 分を佐々木に
託すことになった。

「足回りの変化は専有走行から改
善されてはいますが、距離を走っ
てくるとまた違う印象がありまし
たね」と小倉はレース中盤を迎
え、跳ねの症状があったと自らの
スティントについて語った。

「でもそれ以外はすごく順調でし
たよ。良いクルマになりました」
　佐々木は暑さを増すコンディ
シ ョ ン の な か、ORC ROOKIE 
Corolla H2 concept を順調に
走らせていく。71 周を終えピッ
トインし、最後の給水素を実施。
最終的に３時間レースを５回の
給水素で乗り切ることになった。
2021 年の岡山でのレースと比
較すると、フルコースイエローや
セーフティカーが多かったため周
回数こそ少ないが、給水素回数が
１回少ない状態でフィニッシュす
ることができた。

「クルマのバランスを見ながらの
レースとなりましたが、僕たちが
いま作っている次のクルマへ活か
せるようにデータを得ていきまし
た。何カ所かまだ跳ねる症状が
あったので、その点はまだ改善が

必要ですね」と佐々木はレースを
振り返った。

「給水素の距離も伸びていますし、
レース展開もあり給水素回数も減
らすことができました。今度は
もっと軽量化してレースを戦える
ことができたらと思います」
　最終的にモリゾウはドライブし
ないままレースを終えることに
なったが、仲間たちがしっかり戦
いきってくれること、そしてプロ
２名が乗ることで多くの気づきを
得ることができることを信じてい
たからこそだ。いよいよ次戦は最
終戦もてぎ。モリゾウもふたたび
レースを戦い、１年間を戦った集
大成を目指していく。

10 月 16日（日）　天候：晴れ　路面：ドライ



#28　決勝レース

　予選では #61 BRZ に対し先
行を許し、悔しい土曜日となっ
た ORC ROOKIE GR86 CNF 
Concept。しかしその差は僅差
で、勝負を決するのはレース。雲
ひとつない晴天に恵まれた 10 月
16 日（日）の岡山国際サーキッ
トに乗り込んだ ORC ROOKIE 
Racing は、気持ちも新たに午前
８時 30 分にスタートした決勝に
臨んだ。
　ORC ROOKIE GR86 CNF 
Concept のスタートドライバー
を務めることになったのは、オー
トポリス以来のスタート担当と
な っ た 鵜 飼。 ス タ ー ト 直 前 に
ST-5 クラスの車両がクラッシュ
したことから３周のエクストラ
フォーメーションラップが行われ
たが、しっかりとスタートを切る
と、猛然と BRZ を追っていく。
BRZ はプロドライバーが乗り込
むことから、いかにそれについて
いくかが重要だったが、序盤ペー

スが上がらない ST-3 クラスの
車両２台によるバトルが前を塞ぐ
かたちとなり、鵜飼はうまくつい
ていくことに成功。さらに BRZ
とともに ST-3 車両をオーバー
テイクし、ここまで開発を続けて
きた ORC ROOKIE GR86 CNF 
Concept の速さをみせつけるこ
とになった。

「なんとか BRZ についていこう
としましたが、軽さというのは重
要ですね。今週レースを通じて、
スタビリティが増していることを
感じることができましたが、我々
のターボエンジンに対し、BRZ
は自然吸気エンジンを有効に使っ
ているのを感じました。またセク
ター 3 の差など特性の違いを感
じたレースでしたね」と鵜飼は
ファーストスティントの戦いを振
り返った。
　鵜飼はその後も安定したペース
でラップを重ねていくと、26 周
を終えてピットイン。ファースト
スティントの役目をきっちりとこ
なし、大輔にステアリングを託す。
ただちょうどピットアウトしたタ
イミングで、コース上に残ってい
た #61 BRZ がヘアピンでうし
ろから迫ってきたことから、大輔
はラップ違いになることを阻止す

べく抵抗をみせたものの、これは
かなわなかった。

「ピットアウトした直後にうしろ
から #61 BRZ の山内選手が近
づいてきて、こちらはまだタイヤ
の内圧も上がっていないですし、
この岡山はウォームアップに何周
もかかってしまうんです。そんな
なかで山内選手が急に来たのでブ
ロックしようとしたのですが、続
くパイパーコーナーまでに華麗に
抜かれてしまいました（苦笑）。
でも楽しかったですし、プロのす
ごさ、山内選手とのコース上での
対話を味わうことができました」
と大輔は語った。

「前戦は井口選手ともコース上で
対話することができましたが、こ
うしたプロのテクニック、抜き方
の巧さを感じましたし、大きな学
びとなりました」
　その後はふたたび #61 BRZ
を追っていく展開となったが、ス
タートから１時間を経過しようか
というタイミングで、ST-3 クラ
スの上位争いで接触が発生し、フ
ルコースイエローが導入された。
しかし、ここで FCY 時の速度コ
ントロールの制御が良く、#61 
BRZ とのギャップをわずかに縮
めることに成功した。その後車

両回収に時間がかかったことか
ら、レースはセーフティカーに切
り替えられることになったが、こ
の間をうまく使い #61 BRZ が
ピットイン。タイミングに恵まれ
ず、ORC ROOKIE GR86 CNF 
Concept とは１周近い差がつい
てしまうことになった。

「最終的にセーフティカーがなけ
れば良い展開には持ち込めるとは
思っていたので、そこは少し悔し
いですね」
　大輔は 46 周までドライブを続
けると、残り１時間以上を蒲生に
託し、追い上げを期した。ただそ
の段階ですでに #61 BRZ との
ギャップは１分近くあり、蒲生の
ドライビングをもってしても追撃
はならず。「悔しい思いでレース
を終えることになりましたが、で
もこれが改善に繋げられると思い
ます。この悔しさを最終戦の鈴鹿
にぶつけていきたいですね」とい
うのは蒲生だ。
　 最 終 的 に、#61 BRZ に は
39.945 秒のギャップをつけら
れた。勝負にこだわったライバル
に対し、この悔しさをいかにぶつ
けていくか。シーズンの勝ち越し
は許したが、最終戦の鈴鹿では有
終の美を飾るべく闘志を燃やす。

10 月 16日（日）　天候：晴れ　路面：ドライ



2022 年第６戦岡山国際サーキット　リザルト

Pos.	 No.	 Car Name			   Best Time

1	 28	 ORC ROOKIE GR86 CNF Concept		 1'42.048
2	 61	 Team SDA Engineering BRZ CNF Concept	 1'43.851
3	 32	 ORC ROOKIE GR Corolla H2 concept	 1'47.026
4	 55	 MAZDA SPIRIT RACING MAZDA2 Bio concept	1'50.656

Pos.	 No.	 Car Name			   Best Time

1	 28	 ORC ROOKIE GR86 CNF Concept		 1'42.476
2	 61	 Team SDA Engineering BRZ CNF Concept	 1'42.516
3	 32	 ORC ROOKIE GR Corolla H2 concept	 1'48.164
4	 55	 MAZDA SPIRIT RACING MAZDA2 Bio concept	1'51.512

Pos.	 No.	 Car Name			   Best Time

1	 61	 Team SDA Engineering BRZ CNF Concept	 1'42.926
2	 28	 ORC ROOKIE GR86 CNF Concept		 1'43.513
3	 32	 ORC ROOKIE GR Corolla H2 concept	 1'48.011
4	 55	 MAZDA SPIRIT RACING MAZDA2 Bio concept	1'50.884

10 月 13 日　スーパー耐久  特別スポーツ走行 Gr.2　１回目（ST-Q）

10 月 14 日　スーパー耐久  専有走行 Gr.2　１回目（ST-Q）

10 月 13 日　スーパー耐久  特別スポーツ走行 Gr.2　２回目（ST-Q）

Pos.	 No.	 Car Name			   Best Time

1	 28	 ORC ROOKIE GR86 CNF Concept		 1'41.365
2	 61	 Team SDA Engineering BRZ CNF Concept	 1'43.241
3	 32	 ORC ROOKIE GR Corolla H2 concept	 1'46.329
4	 55	 MAZDA SPIRIT RACING MAZDA2 Bio concept	1'49.832

Pos.	 No.	 Car Name			   Best Time

1	 61	 Team SDA Engineering BRZ CNF Concept	 1'42.368
2	 28	 ORC ROOKIE GR86 CNF Concept		 1'42.779
3	 32	 ORC ROOKIE GR Corolla H2 concept	 1'47.045

Pos.	 No.	 Car Name			   　　Total Time

1	 61	 Team SDA Engineering BRZ CNF Concept	 3'22.326
2	 28	 ORC ROOKIE GR86 CNF Concept		 3'22.583
3	 32	 ORC ROOKIE GR Corolla H2 concept	 3'31.969
4	 55	 MAZDA SPIRIT RACING MAZDA2 Bio concept	3'38.795

Pos.	 No.	 Car Name				    Laps	 Time		        Gap	

1	 61	 Team SDA Engineering BRZ CNF Concept	 94	 3:00'46.325	

2	 28	 ORC ROOKIE GR86 CNF Concept		 94	 3:01'26.270	 39.945

3	 55	 MAZDA SPIRIT RACING MAZDA2 Bio concept	89	 3:01'41.488	 5Laps

4	 32	 ORC ROOKIE GR Corolla H2 concept	 79	 3:02'26.899	 10Laps

Pos.	 No.	 Car Name			   Best Time

1	 28	 ORC ROOKIE GR86 CNF Concept		 1'42.034
2	 61	 Team SDA Engineering BRZ CNF Concept	 1'45.404
3	 32	 ORC ROOKIE GR Corolla H2 concept(D)	 1'46.859
 	 32	 ORC ROOKIE GR Corolla H2 concept(C)	 1'47.790
4	 55	 MAZDA SPIRIT RACING MAZDA2 Bio concept	1'50.264

Pos.	 No.	 Car Name			   　Best Time

1	 28	 ORC ROOKIE GR86 CNF Concept		 1'42.237
2	 61	 Team SDA Engineering BRZ CNF Concept	 1'42.740
3	 32	 ORC ROOKIE GR Corolla H2 concept	 1'46.552
4	 55	 MAZDA SPIRIT RACING MAZDA2 Bio concept	1'55.236

10 月 14 日　スーパー耐久  専有走行 Gr.2　２回目（ST-Q）

10 月 14 日　スーパー耐久  専有走行 Gr.2　３回目（ST-Q）

10 月 15 日　スーパー耐久  A ＋ B ドライバー予選　結果（ST-Q）

10月16日　スーパー耐久第６戦岡山　グループ２決勝レース結果（ST-Q）

10 月 15 日　スーパー耐久  C ／ D ドライバー予選　結果（ST-Q）

10 月 15 日　スーパー耐久  フリー走行 Gr.2　（ST-Q）



2022 年第６戦岡山国際サーキット　データ

ROOKIE Racing の活動は、多くの皆さまのご協力によって支えられています

28　ORC ROOKIE GR86 CNF Concept 32　ORC ROOKIE Corolla H2 concept
●ドライバー別周回数／タイム
Driver	 Lap	 Best Time
蒲生尚弥	 48	 1'42.236
豊田大輔	 21	 1'43.253
大嶋和也	 25	 1'42.725

●ドライバー別周回数／タイム
Driver	 　　　Lap	Best Time
佐々木雅弘	　　　19	 1'46.347
石浦宏明　　　　30	 1'45.947
モリゾウ　　　　──
小倉康宏　　　　30	 1'47.741

●総走行距離
348.082km（94周）

●総走行距離
292.537km（79周）

日清食品


